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前書き

『茅君 内伝』は茅氏三兄弟の成仙過程を描いた 内伝（秘密の伝記）であり、
東晋中期に茅山の麓で 神 降ろしを行なった楊毅（330~386?) と許謡（305

~376）、 許翻（341~370) が神々に授けられたものとされる。 この内 伝に

は茅山およびその 地下に広が る とされる 華陽洞天に関す る 極めて貴重な記述が

含まれてい る が 、 現行のテキストにはいくつか の異本と数多くの侠文があり、

非常に複雑な様相を呈している。 とくに、 洞天研究の重要資料のほとんどが侠

文のほうに残されていることは 大きな問題である。 そこで私たちとしては、『茅

君内伝』の訳注を提供す る と同時に 、 そのテキストがばらばらになる 以前の姿

をでき る 限り復元し、 洞天研究の重要資料を 『茅君内伝』本来の文脈のなか に

還元して捉え直すことができるようにしたい。 なお、『茅君 内伝』の下読みは

土屋昌明氏とともに進めた。 記して謝意を表す る。

凡例

l ． 底本には 上 海涵芽楼影印『正統道蔵』所収の元・劉 大彬編『茅山志』巻五「三
神 紀」 を用い る。

2． 底本の意味が通りにくい場合にのみ、 異本を用いて校訂を行なう。 主

な異本は『正統道蔵』所収の北宋・ 張君房編 『雲笈 七鍛』巻百四「太元 真

人東嶽 上 卿 司命 真君 伝」（雲笈本）であるが、 他の断片的な 引用文を用い
ることもある。

3 ． 参考として 、 底本と異本との対照 、 および侠文の底本への還元をここ

ろ み る。 その際、 異本の文章のうち、 底本に存在 しない部分は下線を引い

て示す。

4. 『茅山志』巻二十「九錫真人三茅君碑文」（梁普通三年、 522 年） は 『茅

君内 伝』の一部を下敷きにした碑文であり、 必ずしも異本とはいえないか

もしれないが、 由来の最も古いテキストである ため、 底本との対照 を行な

う。

5 ． 便宜的に作った段落ごとに作業を進め る。 各段落は 【原文】【校訂】【訓

読】【語釈】【通釈】【参考】という構成をとる。

6．全体にわたって、（ ）は説明、言い換えおよび取り消された文字を、〔 〕

は追加と補足を、く 〉は注文と小字を示す。
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段落 1 (la~2b) 

【原文】

茅山志巻之五。

上清嗣宗師劉大彬造。

三神紀。

茅君員冑。

【校訂】

①氏・ ・雲笈本には「世」

に作る。 訓読以下、 こちら

に従う。

②稟・ ・雲笈本には「乗」

に作る。 訓読以下、 こちら

に従う。
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大司命君姓茅、緯盈、字叔申、咸陽南閣人也。 姫冑分根、氏族於茅。 積徳累仁、

詐流百氏①。 高祖緯濠、 字初成、 一字本初。 深識玄遠、 察覧興亡、 知周之衰、

不仕諸侯、廼師於北郭北阿鬼谷先生。 長往華山、道成、以秦始皇三十年九月庚子、

乗龍白日昇天。 時邑童謡歌曰、 神仙得者茅初成、 駕龍上昇入太清。時下玄洲戯

赤城、 繊世而往在我盈。 帝若學之臓嘉平。 始皇聞之、 詢諸父老、 具到曰、 此仙

人之謡。勧帝求長生之術。 於是始皇祈然有尋仙之志。 因改臓曰嘉平。 曾祖偲、

字泰能、 満之第四子、仕秦昭王、 為舎人、 遷車騎校尉長平恭侯。 祖諒憲、字世

倫、仕荘襄王、 為廣信侯。始皇即位、 以為徳信侯。生六子、 並知名於時。 其第

六子諌詐、字彦英、不仕不學、志慕農桑、生三子。長即大司命君也。 次子諒固、

56 洞天福地研究9



字季偉。第三子諒衷、 字思和。司命君 生干漢景帝 中元五 年丙申 歳、 二 弟 於戊戌

庚子歳。三君 少稟②異操、 天才穎悟、 矯志爾抗 、 獨味 清虚。嘗謂二弟曰、 世務

紛錯、 履泳瞼峨。嘗慕高祖之逸暴。唯願肥遁 之 利貞耳 。年十八、 棄家僻親、 入
恒山中、 讀道徳経、 周 易 博、 采ボ服餌、 潜景絶崖。

【訓読】

茅山志巻之五。

上清嗣宗師 劉大彬造。
三 神 紀。

茅君 員冑。0高祖濠。＜鬼谷先生①を師とし、 華山に隠 る 。道 成りて、 龍に乗

りて昇天す。〉0-0曾祖偲。＜秦の昭王の世に仕へ、 車騎 校尉 ②長平恭侯 ③

に終る 。〉0-0祖憲。〈秦に仕へて徳信侯 と 為り、 會稽に終る 。〉0-0

父詐。＜徳信侯 の第六 子。仕へず。〉0-0大司命君 盈。0定録 中 君 固。＜漢

に仕へて武威④太守たり。〉0保命小 君 衷。〈漢に仕へて西河⑤太守たり。〉

大司命 君 姓は茅、 諒は盈、 字は叔申 、 咸陽南閣の人なり。姫胄根を分け、 族

に茅に氏とす。徳を積み仁を累ね、 詐 百世に流 る 。高祖 諒は濠 、 字は初成、

ーには本初と字す。深く玄遠を識り、 興亡を察覧し、 周の衰ふる を知り、 諸侯

に仕へず 、廼ち北郭北阿の鬼谷先生①を師とす。長じて華山に往き 、道 成 る や、

秦の始皇三十年九月庚子を以て 、 龍に乗りて白日昇天す。時に邑童の謡歌に曰

く、 神 仙 得 る 者は茅初成 、 龍を駕して 上 昇 し太清に入 る 。時に玄洲⑥に下り

赤城⑦に戯れ、 世を繊ぎて往くは我が盈に在 り。帝 若 し 之を學べば騰 ⑧は嘉

平たり 、 と。始皇 之を聞きて 、 諸 を父老に詢れば 、 具さに到へて曰く、 此 れ

仙人の謡なり。帝に長生の術を求めんことを勧む 、 と。是に 於いて始皇は祈然

として尋仙の志 有 り。因りて 臓を改めて嘉平と曰ふ。曾祖恨、 字は泰能 、 濠

の第四子、 秦昭王 に仕へて 、 舎人と 為り 、 車騎 校尉 長平恭侯 に遷る。祖緯は

憲、 字は世倫、 荘襄王に仕へて 、 廣信侯 ⑨と 為る 。始皇即位して 、 以て徳信侯

と 為す。六子を生み、 並びに名を時に知ら る 。其の第六子緯は詐、 字は彦英、

仕へず學ばず、 農桑を志慕し、 三子を生む。長は即ち大司命君 なり。次子 諒

は固、 字は季偉。第三子 諦は衷、 字は思和。 司命 君 は漢の景帝 中元五年丙申

の歳に生まれ、二弟は戊戌庚子の 歳に 於いてす。 三 君 ⑩は少くして異操 を乗り、

天才穎悟 、 志を蒲抗⑪に矯し、 獨り清虚を味わふ。嘗て二弟に謂ひて 曰く、 世

務紛錯として、 泳を瞼峨に履む。嘗に高祖の逸畢を慕ふべし。唯だ肥遁⑫の

利貞⑬なる を願ふのみ 、 と。年十八にして、 家を棄て親を辟し、 恒山の 中に入

り、 道徳経、 周 易 の博を讀み、 ボ⑭を采りて服餌し 、 景を絶崖に潜む。

【語釈】

①鬼谷先生・・縦横 家の蘇秦、 張儀の師とされる 。『史記』巻六 十九「蘇秦列

「茅君内伝」訳注研究(-) 57 



58 洞天福地研究9

伝 第 九」 に「蘇秦者、東周 維陽人也。 東事師於齊、而習之於鬼谷先生」、巻 七 十「 張

儀列伝 第十」 に「張儀者、 魏人也。 始嘗興蘇秦倶事鬼谷先生」 とある。

② 車騎 校尉・・架空 の職位か。『後漢 書』巻 六の 劉放注に「劉放 曰、 … …今此

誤云胡騎 車騎。 営改胡作屯、 車作越 。 且 二 漢 有 車騎 将軍、 及騎都尉官耳。 無 車

騎校尉 也」 とある。

③長平 恭侯・・架空 の爵位か。 明 の王世貞『読書後』 巻 七「書三茅真君伝 後」

に「以李斯為丞相、尚不得 侯。 而何以有長平 侯偲、 廣信侯窯也 。 戦國有暁無謡。

始皇 不立謡 。 何以 又有長平 恭侯也」 とある。

④武威・・ 現在の甘粛省中部に位置したようである。 譜其譲編『中国 歴史地図

集』 第二冊、 中国地図出版社、 1982年を参照。
⑤西河・ ・ 現在 の山西省北部から内モンゴル自治区にかけて位置したようであ

る。 讀其譲編『中国歴史地図集』 第二冊を参照。

⑥玄洲・・ 東海 の仙島 。 『真詰』巻 十二の許謡 の 書簡に「自謂西造閻圃、東遊玄洲 、

不為 逍絶」(lb) とある。 なお、『十州記』には「玄洲 在 北海 之中戌亥之 地」(2b)
とある。

⑦赤城・・雷山にある 司命 神の役所。『真 詰』 巻九に「霧山赤城亦為司命之 府、

唯太元員人、 南嶽夫人在焉」(21b~22a)とある。

⑧臓・・ 十二月のこ と。『史 記』秦本紀 第 五「十二年、 初臓」 の 『正義』（唐 ・

張守節）に「騰、 慮蚕反 。 十二月臓日也 。 秦恵文王始奴 中國為之、 故云初臓 。
猫禽獣、以歳終、祭先祖。 因立此日也 」、 また『史記』 始皇 帝本紀第六「三十一

年十二月 、 更名 臓日嘉平」 の 『索隠』（唐・ 司馬貞） に 「廣雅曰、 夏曰清祀、

殷曰 嘉平 、 周曰大蛸、 亦曰臓、 秦更曰 嘉平。 蓋應歌謡之詞、 而改従殷琥也 」 と

ある。

⑨広信侯・・ 語釈③を参照。

⑩三君 ・•こ こ の 「三君」は『茅君内伝』全体の文脈に合わない 。 なぜなら、

盈が若い こ ろから仙道を志したのに対し、 二弟が仙道を志すのは年 老いてから

だからである。 雲笈本に「盈少乗異操」、『茅山志』 巻二 十「九錫真人 三茅君碑
文」 碑文に「君稟元霊 於妙 始」 とあるのに従って 、本来は「盈」あるい は「君 」

だったと考えるべきだ ろう。

⑪篇抗．．孤高の意味か。 爾は 「ひっそり」、 抗は 「高い」 と解釈した。

⑫肥遁・・『周易』 下経 の逓卦に「上九 、 肥遜、 元不利」 とある。「ゆったりと

そ の隠 れ家に自得 してい られる。 これを肥逓とい う」（本田済 『易』、 朝日新聞

社、 1966年、 255 頁）。

⑬利貞・ ・『周易』 上経 の乾卦に 「乾、 元亨、 利貞」 とある。「利は 宜、 貞は 正

しくて固 （持続的） の意味 である」（本田済 『易』、 2頁）。

⑭粛・・陶弘景『神 農本草経集注』 巻 三 「草木類上」に「粛 、 味苦甘、 温、

無毒。 …… 久服軽身、 延年 不飢」 （小嶋尚真、 森立之 等重輯本、 南大阪印刷セ



ンタ ー 、 1972 年、 40 頁） とある 。

【通釈】

茅山志 巻五 。
上清嗣宗師 劉大彬造。

三神紀。

茅君 真冑。0高祖父の濠。〈鬼谷先生に師事し、 西岳華山に隠 れ住んだ。道

の修行が完成す ると、 龍に乗って昇天した。〉0-―ゴ刃會祖 父の個。〈秦の昭王

（在 位前 306 ～前 251) の 治世に仕官し、 車騎校尉長平 恭侯として生涯を終え

た。〉0-0祖 父の憲。＜秦王 朝に仕官して徳信侯となり 、会稽の 地 で没した。〉

0-0父の詐。〈徳信侯 の六番目の子。仕官しなか った。〉0-0大司命君

の盈。0定録 中君の固。〈漢王 朝に仕官して武威太守となった。〉0保命小 君 の

衷。＜漢王 朝に仕官して西河 太守となった。〉

大司命 君 は姓を茅、 緯を盈 、 字を叔申という。咸陽の南関の人である 。〔彼

の一族はか つて〕 周の王 族姫氏の血筋から枝分か れして 、「茅」を一族の氏名（う

じな）とした。〔その先祖が〕 徳と仁を積み重ねたため、 幸いが〔彼をはじめ〕

代々の子孫に流れ及んだのである 。

さて 、 その高祖 父は諒を濠といい、 字を初成ある いは本初といった。彼は奥

深い物 事の道理によく通じ 、 国の興亡について察知す る ことができた。 周王 朝

が衰亡す る こともあらか じめ知っていた ため、 周の諸侯には仕えず 、 咸陽の北

側の外城壁が立つ丘に住む鬼谷先生に師事した。また 、 大きくなってから西

岳華山に行った。そして 、 道の修行が完 成す ると、 秦の始皇 三十年（前 217)

九 月 庚子の日に龍に乗って白日昇天した。当時、 村の子どもたちの流行り歌に

次のよう な一節があった。「神仙になったのは茅初成、 龍を操り太清天に昇っ

て行った。時には玄洲 に舞い降り、 赤城に 遊びに来るが、 その 後 を継いでゆく

のはわれらが盈だ。帝がもしその教えを学べば、 臓月 （十二月 ） は嘉平 （めで

た くおだやか ） とな ろ う」。〔折しもその年の十二月 、〕 始皇帝はその歌を耳 に

して 、 村の老人たちに意味を尋ねたところ 、 「それは仙人の流行り歌でござい

ます。帝に長生の術を求め る ように勧めてい る のです」という答えが返ってき

た。そこで、 始皇帝は喜んで仙人を探そうと心に決め、 歌にあやか って騰月 を

「嘉平 」 と呼ぶことにした 。

曾祖 父の偲は 、字を泰能という。高祖 父灌の四番目の子である 。秦の昭王（前

325 ～前 251) の舎人（侍従官） となり、 後 に車騎 校尉長平恭侯 に栄転した。

祖父は諒を憲 、 字を世倫という。秦の荘襄王 （前 281 ～前 247) に仕えて広

信侯となり、 後に始皇帝（前 259 ～前 210) が即位す ると、 徳信侯となった。

彼は 六 人の子をもうけたが 、 いずれも当代に名を馳せる 人物となった。その六

番目の子は、 請を詐、 字を彦英といい、仕官も学問もせず、 農耕と養蚕に心惹
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か れ、 三人の子をもうけた。その長男が 大司命君である 。次男は誰を固、 字を

季偉といい 、 三男は諒を衷、 字を思和といった。

司命君の盈は漢の景帝中元五 年丙申（前 145)の歳に 、二弟はそれぞれ戊戌（前

143) と庚子（前 14 1)の歳に生まれた。 三君は若 いころから特別な志をもち 、

優れた才能を示した。また、 進ん で孤高 を持し、 ひそかに虚無括淡の境地 を楽

しんだ。盈はか つて二弟に対し、 次のように言った。「世俗の仕 事にはい ろ い

ろなしがらみがあり、 険しい山で薄氷を踏むようなものだ。われわれは高祖父

の脱俗 的な生き方を見習おう ではないか 。つつがなく隠遁 でき る ことを願うば

か りだ」。そこで、 盈は 十八歳のときに家を離れて親と別 れ、 北岳恒山に行っ

た。そして、『老子道徳経 』や『周易』の伝 (+翼） を読み、 粛 という薬草を取っ

て食べ、 断崖絶 壁のなかに身をひそめた。

【参考】

①『雲笈 七鍛』巻百四「太元 真人東嶽上卿司命 真君伝」 10b~12a

太元員人東嶽 上 卿 司命員 君 博。

弟子中候仙人 李道字安林撰。

員人姓茅、 諦盈、 字叔申 、 咸陽南閣人也 。姫冑分根、 氏族 於茅。積徳累仁、 詐

流百世、 誕縦明賢、繊踵相承。高祖父緯濠、 字初成、 深識玄遠、 察覧興亡、知

周之衰、 不仕諸侯 、 乃師於北郭北阿鬼谷先生 、 遂隠遁 華山。盤桓霊峯、逍遥幽

紬、静念神仙、 高抗繭蓼、絶塵人間 也 。盈曾祖父諒偶、 字泰能、 灌之第四子 也 。

仕秦昭王 之世、 位 為舎人、 梢遷車騎 校尉 長平恭侯。砒弼覇正、有功業於時焉。

盈祖父緯嘉、 字 正倫、 仕秦荘王、 為廣信侯 。始皇即位、 嘉輔帝室。営荘襄王時

也 地 じ 巴
‘

宛 郡 置 北牧上L‘
9ヽ、河 太ハ

上黛。東至榮陽、 滅二 周、置 三川郡。以呂不草為丞相、琥文信侯、 以嘉為徳信
侯 、 招置賓客滸士、欲 下。始皇六 、 韓、 魏 趙た 楚、 共撃秦 取

虚 妍皇 嘉将兵攻之 有I焉 衛迫東 嘉 剋討 j::、'之。 皇 嘉志

節、 賜金五 斤。二 五 、 大興兵 ー攻燕、 遼 ／燕王 還 遣嘉

定荊 江南地 皆降。是年置會粋郡 嘉将 於 稽而亡 始皇哀其忠、 因以相國

禰葬 之於長安龍首山西南。嘉 有 六 子、 並知名於時。始皇皆官爵承先、 並各賜姓。

其第六 子諒詐、字彦英 、不仕不學、志願農巷。即盈之父 也 。詐 有 三子。長子諦盈、

字叔申。次子緯固、 字季偉。小子諦衷、 字思和。盈少乗異操、 天才頴礫、 矯志

蒲抗、行邁遠逸、不螢聞達、不交非類、 獨味 清虚、括心玄漠。盈時年十八、 遂

棄家委親、 入子恒山、 讀老子道徳経、 及 周易博、採取山木面餌服之。潜景絶 崖、

素挺震嶋仰希標玄、興世永違。始皇三 十 年九月 庚子、 盈高祖父濠、 於華山之

中、 乗雲駕龍、 白日昇天。底是時其邑謡曰、 神仙得者茅初成、 駕龍上昇入太清。

時下玄洲戯赤城、 織世而往在 我盈。帝若學之 臓嘉平。始皇聞謡歌而問其故、 父

老具封曰、 此 仙人之謡。勧帝求長生之事。 於是始皇析然、 乃 有 尋仙 之志。因改



騰曰嘉平 。

② 劉 宋 装駆 『 史記集 解』 巻 六 「秦始皇本紀第六 」

十二 月 更名 臓曰嘉平 。＜太原 真人茅盈内紀曰、 始皇三十一年九 月 庚子、 盈曾祖

父満、 乃 於華山之中、 乗雲駕龍、 白日升天。生是其邑謡歌曰、 神 仙得者茅初成、

駕龍上升入泰清。時下玄洲 戯赤城、 織世而往在 我盈。帝若學之 臓嘉平 。始皇聞

謡歌而問其故、 父老具射、 此 仙人之謡歌、 勧帝求長生 之術。 於是始皇欣然、 乃

有 尋仙之志、 因改騰曰嘉平 。〉

③ 『茅山志』 巻二十 「九錫真人三茅君碑文」伝記 l a

太元員人司命君 、緯盈、 字叔申 、 咸陽南閣人。以漢景帝中元五 年太歳丙申 、 誕

生茅氏之胤。年十八、 棄 家學道、 入恒山 六 年 く時年二十五 〉。

④ 『茅山志』 巻二 十 「九錫真人三茅君碑文」 碑文 3a~b

若 夫 有 無 之莫辮、 陰陽 之不測。故自無 得而稲之。今且談其轍迩、 述其恢虚。 君

廼咸陽南閣人也 。始 冑 之興 、 則姫子黄帝。 周公 之次子、 分艤致宗 、 氏茅族焉 。

高祖満、 深識玄覧 、 絶塵華 嶽。及君入山、 顕乗雲駕、 控龍南嶺。祖憲 、 オ兼方

員、 智通文武。掃定荊揚、 秦皇嘉悼、 贈以相國之證。父詐、 懐淳古之氣、 抱上

皇之員、 不學不仕 、 確然而不可改也 。君稟元震 於妙 始、 挺至徳於玄符 、 生知獨

穎、 天情孤脱。深念促生 之不滝、 悟仙齢 之可永。故能棄櫻級 於宰門、 服籾箆 於

丘堅。年十八、 隠居恒山 、 以従 其道。心業二 篇 、 口談十翼。茄芝煎以堅粗、 撥

辞羅而 為服。

段落 2 (2b ~ 3b) 

【原文】

積六 年、精思誠感、夢見太玄玉女把玉札而携 之。曰、西城 有 王 君 。得員道。可 為師。

君 子哭不往尋而受教 乎。明晨覺悟、 笹造西城。心齋三月 、 沐浴向新①、 卒見王

君駕 神 虎 之耕、 控轡 神 嶺 、 轄翔繍巖。 於是投躯越 阻、 蹄命道員、 不覺而 至 君 所 。

王君獣使衛官見撮、 将還玉宮洞憂之中。良久引進、 叩頭頓首 、 求乞長生。旬葡

肘行、 重陳 無 已。王 君 顧謂 左右曰、 形景 空 苦 、 似 有 志芙。廼得接引誘問、 戒以
勿怠、 遂留洞宮。執巾履之役者十七年、 王 君 見 君 謹密、 梢使主領衣書圏録。復

三年、 命駕造白玉亀山、 因 携 君 同詣王母於青琳宮。母曰、 穂員挟肉人、 以登震

蛋。不亦芳乎。王 君 笑而不答。目 君 再拝請乞奇要。廼叩頭自陳日、盈小醜賤生 、

枯骨之餘、 敢以不 肖之躯、 慕龍鳳之年、 朝菌 之質、 求積朔之期。雖仰遠流 、 莫

之能清。常恐一旦死 於鑽訪 之難、 取笑於世俗之夫。遭遇王 君 、 哀盈丹苦、 粗受
冶身之術。登圏今日ー賭聖姿。lt光惚大象 、 如潅 神 夢。救生護死、 蹄之乞弔。願

賜長生 之要、 暫悟行戸 之身。

【校訂】

①新 ・ ・ 雲笈本には 「望」

に作る。 訓読以下、 こちら

に従う。
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【訓読】

積む こ と六年、 精に思ひ誠に感ずれば、 夢に太玄玉女①玉札②を把 り て之を携

ふ る を見る 。 曰 く 、 西城③に 王君④有 り 。 員 道を得。 師 と 為す可 し。 君子 笑

ぞ往 き尋ねて教へを受け ざる や、 と 。 明晨 覺悟すれば、 径 ち に 西城に造る。

心齋⑤す る こ と 三月、 沐浴 し て 向かひ望 め ば、 卒に王君 神虎の耕に駕 し、 轡

を神嶺に控へ、 繍巖に翻翔す る を見 る 。 是 に於いて艦を投 じ阻を越へ、 道員⑥

に師命すれば、 覺 え ず し て君の所に 至る。 王君 獣 し て衛官を し て 見播せ しめ、

将ゐて玉宮洞盪の中に還る。 良や久 し く し て 引進せら る る に、 叩頭頓首 し、 長

生を求乞す。 匈旬肘行 し、 重陳 し て 已む こ と 無 し。 王君 顧みて左右 に 謂 ひ て

曰 く 、 形景 苦を空 し く し、 志有 る に 似た り 、 と 。 廼 ち 接引誘問せ ら れ、 戒む

る に 怠る こ と 勿 き を 以てせ ら れ、 遂に洞宮に留 ま る を得。 巾履の役を執る こ と

十七年、王君 君の謹密なる を見、梢 ＜ 衣書圏録を主領せ しむ。復た三年に し て、

駕を命 じて白玉亀山⑦に造れば、 因 り て君を携へ同に王母に青琳宮に詣る。母

曰 く 、 継員⑧肉人⑨を挟み、 以て震皇に登る。 亦た労れざる や、 と 。 王君 笑

ひて答へず。君に 目 く ばせ し て再拝 し て 奇要を請乞せ し む。 廼 ち 叩頭 自 陳 し て

曰 く 、 盈は小醜賤生、 枯骨の餘な る も 、 敢へて不 肖 の躯を 以て、 龍鳳の年を慕

ひ、 朝菌⑩の質 も て、 積朔の期を求む。 遠流を仰 ぐ と 雖 も 、 之に能 く 清る こ と

莫 し。 常 に 一旦 鑽訪⑪の難に死 し て、 笑を世俗の夫 に 取 ら ん こ と を恐 る 。 王

君に遭遇すれば、 盈の丹苦⑫を哀れみ、 粗ぼ冶身の術を受 く 。 登に 圏 ら んや今

日 ー た び聖姿 を賭ん こ と を。 悦惚た る 大象⑬よ、 神夢に 淮むが如 し。生を救

ひ死を護る も の よ、 之に蹄 し て乞弓す。 願は く は長生の要を賜ひ、 暫かに行戸

の身を悟 ら し め ん こ と を、 と。

【語釈】

①太玄玉女 ・ ・ 「玄真法」 と い う 存思法に 登場す る 玉女。 『登真隠訣』 の｛失文で

あ る 『上清明堂元真経訣』 「茅伝訣」 に 「玄員法。 … … 又存 日 月 中有女子、 頭

建紫巾、 朱錦被裾、 自 稲太玄上玄丹霞玉女、 緯纏旋、 字密員」 ( la~2a) 、 「行

之五年、 太玄玉女将下降於子、 興之寝息。 太玄玉女、 亦能分形、 為敷十玉女、

任子之駆使也。 此積感結精、 化生象見、 精之至也、 感之妙應芙」 (4a) と あ り 、

その 陶注に 「太元員人、 初在常 山學 道、 夢見太玄玉女把玉札而捕之、 令往西

城。即是 此女」 (4a) と あ る 。 『上清明堂元真経訣』 については、 廣瀬直記 『六

朝 道教上清派再考 陶弘景を 中心に』、 早稲田大学博士学位論文、 2017 年、

10 1 ~ 103 頁を参照。

②玉札 . . こ こ では仙人候補者の名簿をい う 。 『紫陽真人内伝』 に 「家有三一、

長生不滅。能存三一、 名上玉札」 (13b) と あ る。

③西城 ・ ・ 『茅君内伝』 に い う 三十六洞天の一つ。 『白孔六帖』 （唐白居易原本、



宋 孔伝続撰、 宋 晟仲術注） 巻六注 所 引の 『茅君内伝』 に 「 大天之内 有 元 中 之洞

三 十 六 所。 … …第三西（域土） 〔城玉 ？ 〕 山之谷、周廻 三千里 、名日太元捻員 之天」

（四庫本、 1 0 b) とある。

④王 君・・ 西城王 君。 金闊 後 聖帝君のもとで二 十四 真人を統率し、 仙人候補者

を選んでい る。 方諸青童君の弟子であり、 王遠遊ともいう。『上 清 後 聖道君列

紀』 に 「 後 聖 李君 上 宰西城宮穂員王 君」 ( 9 a)、「 後 聖君命王君 、穂司二 十四員人、

決下教 之功。 二 十 四員人、 皆受 事 於方諸 青童、 受 所 教 之徒於王君。 王君亦先告

可成者於二 十四員人。 員人然 後 受 事乃教 之也。 聖君列紀、 唯以付王 君一人、 使

探可授者。 不霊使諸員人並博之也 」 ( 8a)、「方諸東宮青童君、啓撰 後 聖道君列紀、

以 上 呈聖君。 博青童弟子王遠遊、 使下示骨相應仙 之人」 ( 6b) とある。

⑤心斎・・ 心をからっぽにす る こと。『荘子 』内篇・ 人間世篇第四に「回曰、

敢問心齋。 仲尼曰、 若 一汝志、 元聴之以耳 、 而聴之以心、 元聴之以心、 而聴 之

以氣。 聴止 於耳 、 心止 於符、 氣也 者虚而待物者也。 唯道集 虚。 虚者心齋也 」 と

ある。

⑥道 真・・ 神格また は究極の 真理を表わす。 小林正美『六 朝 道教 史研究 』創文

社、 1 990 年、 302~304 頁を参照。

⑦白玉饂山・・ 亀山と西王母の結びつきは、 古くは『山海経』巻 十二「海内北

経」 に「蛇巫 之山 上 有 人、操 杯而東向立。 一曰龍山。 西王母梯几而戴勝杖」 (la)

と見える。

⑧総 真・・ 西城王 君のこと。『上 清 後 聖道君列紀』 に 「 後 聖 君命王君、 練司

二十四員人、 決下教 之功」 ( 8a) とある ことから、「総 真」 と呼ばれるのだ ろ う。

⑨肉人・・「肉人な る 言葉には、 洗練浄化された 存在 である 神仙との対比のも

とに、 現実世界の人間が戸濁の存在 である こと、 つまり肉体の汚濁にまみれた
存在 である ことを痛切に自覚し、 そ のことを厭う気分が刻印されてい る 」 （吉

川忠夫『中国人の宗教意識 』創文社、 199 8年、 1 46頁）。

⑩朝菌・・ 諸説ある が、 ここでは成玄英に従ってキノ コのことと解釈した。 『荘

子』 内篇・ 逍 遥遊篇第一に 「朝菌不知晦朔、 蝿姑不知春秋。 此 小年也 」 とあり、

そ の疏（成玄英） に 「此 答前問也。 朝菌者、 謂天時滞雨、 於糞堆 之上 熱蒸而生 、

陰湮則生、 見日便死。 亦謂 之大芝。 生 於朝而死 於暮、 故曰朝菌」 とある。

⑪鑽訪・・ 探訪。 『周 氏 冥通記 』巻三の陶注 に 「追恨不 知早相共理。 令闊
侠漸加。 鑽訪必不徒然、往芙如何。 猶翼 於冥途 之中既更通感耳 」 ( 1 0 b)とある。

⑫丹苦 ． ． 誠意。 『真 詰 』巻 十 八の楊義の手紙に 「 承 給 事儒氣如故。 且 甚

延棟念侍。省遣擢辟 、正爾燒香 、入静具啓。 夜営根陳情 事、使盛丹苦 之理」 ( 3 a)

とある。

⑬悦惚 大象・・ 道の形容。 『老子 』二十 一章に 「道之為物、 唯況唯忽。 悦合忽号、

其 中 有 象」（『老子道徳経 河 上 公章句』） とある。
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【通釈】

六年の修行を積んで、 心を こ めた思いが神々 に通 じ る と 、 夢のなか に太玄玉

女が 〔仙人候補者を記 し た〕 玉札を も っ て現われ、 次のよ う に 言 っ た。 「西城

山に王君がい ら っ し ゃ い ま す。 本物の 道を得て お ら れ ま す。 あ なたの師 と す る

が よ い で し ょ う 。 お訪ね し て 教 え を受けない手はあ り ま せん」。 翌朝、 盈 は 目

が覚める と 、 す ぐ に西城山に行 っ た。三か月 に わ た っ て心斎 （心をか ら っ ぽに）

し、 沐浴 し て彼方を望み見てい た と こ ろ 、 王君が神虎のひ く 車に乗 っ てや っ て

来る のが見え た。 王君は霊妙な山の頂で手綱を引 いて車を止め、 美 し い岩山を

遊ぶよ う に飛び回 っ た。 そ こ で、 盈は身を投げ出 し て 険 し い岩山を飛び越え、

命懸けで 道の こ と わ り に帰依 し た。 す る と 、 いつの 間に か王君の も と に た ど り

着いていた。

王君は黙 っ た ま ま 護衛官 に命 じ て 盈を招 き 入れ、 西城山の玉宮洞台 に 連れ

帰 っ た。 盈は し ば ら く し て 奥に通さ れる と 、 ぬかずいて長生の方法 を 乞 う た。

はいつ く ば っ て に じ り 寄 り 、 何度 も お願い し た。 する と 、 王君は振 り 返っ て左

右の者に言っ た。 「姿かた ち か ら し て、 そやつは苦 しみ に と ら わ れてはお ら ぬ。

志が あ る よ う じ ゃ な」。 そ こ で 盈 は よ う や く 王君に お 目 通 り す る こ と がかない、

く れ ぐれ も 怠けぬよ う に と の戒めを頂戴 し、 西城山の洞宮に滞在で き る こ と に

な っ た。 そ し て 、 十七年 に わ た っ て側仕え し た結果、 王君か ら そのぬか り のな

さ を認め ら れ、 衣服や書物、 識緯の管理を任される に至っ た。

それか ら 三年が経 っ た あ る 日、 王君は車に 乗っ て白玉亀山に出かけたのだが、

その際に 盈を連れて西王母の いる青琳宮を訪問 し た。 す る と 、 王母は次の よ う

に 言 っ た。 「総真 よ 、 肉人を抱え て こ の霊台に登 っ て く る と は、 な ん と も ご苦

労な こ と ですわね」 。 王君は に こ に こ し て 何 も 答 え ず 盈に 目 く ばせ し 、 再拝 し

て秘訣を乞 う よ う に促 し た。 そ こ で 盈は ぬ かずいて う や う や し く 申 し上げた。

「盈は 醜 く 卑 し い干か ら び た骨の く ずの よ う な も のですが、 恐れ多 く も 愚かな

身をかえ り みず、 龍や鳳凰の よ う な長寿に あ こ がれ、 キ ノ コ の よ う な短命に生

ま れつ き な が ら 、 いつ ま で も 長生き したい と 願 っ て お り ま し た。 し か し、 は る

かな銀河を見上げてみて も 、 そ こ に 渡 る すべはあ り ま せん。 探訪の難路でふ と

命を落 と し 、世間の物笑いの種に なる のではないか と い つ も 恐れてお り ま し た。

た だ、 王君に 出会っ た と こ ろ 、 盈の誠意を哀れんで体を陶冶す る術を授けて く

だ さ っ たのですが、 ま さ か今日あな た様に お 目 見 え で き よ う と は思い も よ り ま

せんで し た。 と ら え ど こ ろ な き 大 き な も の よ、 ま る で霊妙な夢を見て い る かの

よ う です。 生死をつかさ ど る も の よ 、 あなた様に帰依 し乞い求め ま す。 ど う か

長生の秘訣を た ま わ り 、 たち ま ち こ の生ける屍を 目 覚め さ せて く だ さ ら ん こ と

を」。

【参考】



① 『雲笈七鍛』 巻百四 「太元真人東嶽上卿司命真君伝」 1 2a~13a

盈於恒山積六年、 思念至道、 誠感密應、 寝興妙論、 通干神夢、 髪醐見太玄玉女

把玉札而携之。 曰、 西城有王君。 得員道。 可為君師。子笑不 尋而受教乎。心硲

震 啓徒 悟
‘

， 光之騰 自謂已／ 之於 ‘ 明辰植暉 東 邁

登嶺陣峻、 径到西城。 齋戒三月、 沐浴向望、 遂超榛冒瞼， 稽首霊域、 卒見王君。

後二十年、 従王君、 西至亀山、 見王母。 盈乃叩頭再拝、 自 陳於王母曰、 盈小醜

賤生、 枯骨之餘、 敢 以不 肖之躯、 而慕龍鳳之年、 欲 以朝菌之質、 窪求積朔之期。

雖仰遠流、 莫 以知涛、 津塗堅塞、 所要無寄。 常恐一旦死於鑽放之難、 取笑於世

俗之夫。 是以昔日負笈幽林、 貪師所生、 遂遇王君、 哀盈丹苦、 見授治身之要、

服氣之法。於是静齋深室、 造行其事。師重見告、 以盈身非玉石、 而無主於恒、
― 四 一生 ミ 正常， 9

, 適 ‘ ノ 彦 ク 伊 感， 、思

秤、 則
―

暁不 滞 理ム其分、 氣 ヽ 其適 可 殊精不 宅 ヽ可 也。 若使
‘

於花反
‘

i
‘ ‘

於 入 則 公町ヨ 凋 亦 落 ‘ 其炉 ヰ 宜

堡麟、 求其長易之益。

② 『茅山志』 巻二十 「九錫真人三茅君碑文」 伝記 la~b

感 道通神、 遂師西城王君。十有七年 〈時年四十。〉 又三年、 興王君同乗駕詣亀山。

③ 『茅山志』 巻二十 「九錫真人三茅君碑文」 碑文 3b

在山六年、 陸勤精苦、 遂仰感西城王君。 親射執事十有六年、 進近衣書、 預同輿

駕。 廼迂白水而造亀山、 登青琳而詣王母。

段落 3 (3b ~ 4a) 

【原文】

母曰、 子心至到哉。吾昔師元始天王、 樽①桑大帝君、 遺我要言。所謂玉個金瑶之 道、

太極玄員之経、 賓天人之殊珍、 上帝之奇秘。 汝今日願聞之耶。言畢、 勅王君解

繹玄員之経、 自敷玉現金瑠之文。 復向説、 元始天王、 大帝君、 言是太雷二景隠書、

又有陰陽二景内員符、 興本文相随、 太上法、 惟令受諸司命。 子玉札玄挺、 素書

上清、 常為上卿之君、 司命之任。 此 道後嘗別付於子也。 然不 先聞明堂玄員之 道、

亦未②由得太雷隠書。 玄員之 道、 是食日月之法、 錬五神之術耳。 非穂員弟子不

教、 （非〕 ③司命之挺不博。 受命言屹、 王君興君還西城、 依承員訣、 按而行之。

三年 目有神光、 面生玉澤。 王君賜九轄還丹一剤、 神方一首、 立壇結誓、 不許宣

泄。 廼使君蹄、 俯告之曰、 子 道已成。 後百年求我於南嶽。 授子仙任於呉越芙。

【訓読】

母曰 く 、 子 心至 り 到れ る かな。 吾れ昔 元始天王①、 扶桑大帝君②を師 と す る に 、

我に要言を遺す。 所謂玉倶金瑠の道③、 太極玄員の経④、 賓に天人の殊珍、 上

【校訂】

①樽・ ・ 雲 笈本には 「扶」

に作る。 訓読以下、 こちら

に従う。

②未・ ・ 雲 笈本には「無」

に作る。 訓読以下、 こちら

に従う。

③非・・『上清明堂元真経訣』

「茅伝訣」 の 「非終員弟子

而不教、 非司命之挺而不偉

英」 （ l a) と い う 一文に よ っ

て 「非」 を補う。

「茅君内伝」 訳注研究 (-) 65 
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帝の奇秘な り 。 汝 今日之を聞かん こ と を願ふか、 と。 言ひ畢れば、 王君に勅

して玄員の経を解繹せ し め、自 ら 玉猟金瑞の文を敷 く 。復 た 向 に説 く 、元始天王、

大帝君、 是 の太雷二景隠書⑤には、又た 陰陽二景 内員符⑥有 り て、本文 と 相ひ

随ふ も、太上⑦の法は、惟だ諸を司命 に受け し む る のみ と 言ふ。 子 玉札玄挺 し、

上清に素書せ ら る れば、鴬に上卿の君、 司命の任 と 為 る べ し。 此の道は後に嘗

に別 に子に付すべき な り 。 然れ ど も先づ明堂玄員の道⑧を聞かざれば、 亦た太

雷隠書を得る に 由無 し。玄員の 道は、是れ日月を食す る の法⑨、五神⑩を錬る

の術な る のみ。 練員の弟子に非ざれば教へず、 司命の挺に非ざれば｛専へず、 と 。

受命の言言乞はれば、 王君 と 君 と 西城に還へ り 、 員訣を承 く る に依 り て、 按 じ て

之を行なふ。三年に し て 目 に神光有 り 、面に玉澤を生ず。王君 九轄還丹⑪一剤、

神方⑫ー首を賜は り 、 壇を立て誓ひ を結び、 宣べ泄 ら す こ と を許 さ ず。 廼 ち 君

を し て蹄ら し む る に、 ｛乃 り て之に告げて 曰 く 、 子 道已に成れ り 。 後ち百年に

して我を南嶽に求めよ。子に仙任を呉越に授けん、 と 。

【語釈】

①元始天王 ・ ・ 西王母の師。 管見の限 り 、 『茅君内伝』 の こ の部分が最 も 古い

出典である。 後の上清経 と霊宝経に も 高位の神格 と し て登場 し、原初の時空に

生 ま れ た と さ れ る。 『洞真上清青要紫書金根衆経』 巻下 「元始天王経」 に 「元

始天王、 稟天 自 然之胤、 結形未沌之霞、 託謄虚生之胎、 生乎空洞之際」 ( l a)

と あ る。 ま た、 『元始上真衆仙記』 に は 「員書 曰、 昔二儀未分、 涙津鴻灌、 未

有成形天地、 日月未具、 状如難子、 混沌玄黄。 已有盤古員人、 天地之精、 自 琥

元始天王」 ( 2a) と あ り 、盤古真人の号 と さ れ る。 なお、『衆仙記』 は 冒頭に 「葛

洪枕中書」 と あ る が、二許が真人に な っ た こ と に言及す る た め、 葛洪の時代の

も の ではない と 考 え られ る。

②扶桑大帝君 ・ ・ 上清経の伝授に関わる 高位の神格。 東海の仙島の 一つ八淳山

に い る と さ れる。 『真詰』 巻十四に 「八淳山高五千里、 周匝七千里、 興消浪方

山相連比。 其下有碧水之海、 山上有乗林員人鬱池玄宮。 東王公所鎮虚也。 … …

在消浪山之東北。 蓬莱山之東南。 〈此即扶桑太帝所居也〉」 ( 1 9b~20a) と あ

る。 ま た、 「黄庭内景経序」 に 「扶桑大帝君命陽谷神仙王博魏夫人」 （『雲笈七

鍛』 巻十一、 l b) と あ る よ う に、 魏夫人に 『黄庭 内景経』 を授けた と さ れ る。

「黄庭内景経序」 について は、 金志呟 「「黄庭内景経序」 小考ーその成立 と性格

について一」 『中国思想史研究』 第 2 9号、 200 9年を参照。

③玉個金瑠の 道 ・ ・ 『玄真経』 の次の段階で行な う 修行法。 太極に 登る こ と が

で き る と さ れ る 。 『真詰』 巻九に 「太上玄員経、 先盟而後行。 行之然後可聞玉

侃金瑶之 道耳」 ( 1 9a)、 同巻五に 「君曰、 仙道有玉職金錨、 以登太極」 ( 4a)

と あ る 。

④太極玄真の経 ・ ・ 『玄真経』。 『上清明堂元真経訣』 に 「白玉鼈憂九霊太員元



君西王母授説明堂玄真経曰、 大上玄玄、 二氣洞明。 玄員内映、 明堂外清。 呑息

二暉、 長生神精。 上補司命、 監御萬震。六華充溢、 徹見黄寧。 ＜此四十字即玄

員之本経也。 其後皆王母終員更演説行事之法耳〉」 ( la) と あ り 、 四十字か ら

な る 「玄真の本経」 が示さ れて い る 。 『玄真経』 については、 金志絃 「伝 ・ 訣 ・

経ー一 上清経の形式について の略論」 『中 国思想史研究』 第 34 号、 20 13 年、

1 36~ 1 40 頁を参照。

⑤太臀二景隠書 ・ ・ 「玉侃金瑶の 道」 あ る い は 「玉楓金瑠の文」 の こ と 。 『太上

玉侃金瑶太極金書上経』 に 「玉侃太臀隠書洞飛宝経」 (4a~6b) と 「金瑠太

雷隠書洞飛宝経」 ( 16b~ 19a) と い う 節があ り 、 「太雷二景隠書」 に対応す る

と考え ら え る。

⑥陰陽二景 内真符 ・ ・ 『太上玉侃金瑶太極金書上経』 に 「太極金書秘字三元九

真陽符」 (9b~ 16b) 、 「太極金字玉文九真陰符」 ( 1 9a~22b) と い う 節があ

り 、 「陰陽二景内真符」 に対応する と 考 え ら れ る。 た だ、 『太上玉侃金瑶太極金

書上経』 は 『茅君内伝』 な どの記述に も と づいて東晋末 以降に 作 ら れ た上清経

だろ う 。廣瀬直記 『六朝 道教上清派再考』、 早稲田大学博士学位論文、 20 1 7 年、

235~238 頁を参照。

⑦太上 ・ ・ 太上玉晨大 道君の こ と だ ろ う 。 『真詰』 では太上 と い う 神が真人の

官僚組織の上に君臨 し て い る と さ れ、 「 道成、 受太上書、 署為紫清上宮九華員

妃者也」 （巻一、 1 2b) や 「然未受太上書、 猶未成員焉」 （巻十四、 15a) の よ

う な記述が見 られる。 こ の太上は 『真諧』 巻五に 「君曰、 太上者 道之子孫。 審

道之本、 洞 道之根、 是 以為上清員人。 為老君之師。 ＜此即謂太上高聖玉晨大 道

君也。 為太極左員人中 央黄老君之師〉」 ( l b) と 見 え る 太上の こ と で あ り 、 陶

弘景に よ る と それは太上高聖玉晨大 道君の こ と だ と い う 。太上玉晨大 道君が最

高位の神格だ っ た こ と は、 た と え ば 『真詰』 巻九の 「四朝太素三元君法」 に 「謹

啓太上大 道高虚玉晨、 太素紫宮八震三元君、 中央黄老、 無英、 白元太帝、 五老

高員上仙、 太極皇精三皇君」 ( 14b) と あ っ て、 上啓対象の先頭に置かれてい

る こ と か ら も う かがわれる。

⑧明堂玄真の 道 ・ ・ 『玄真経』 と そ の 口訣 （玄真法） か ら な る 修行法。 日 月 の

光茫お よ び太玄玉女を存思す る。 『上清明堂元真経訣』 「茅伝訣」 に見え る。 「玄

真法」 では 日 月 が明堂に宿る と さ れ る が、 こ の 明堂は眉 間か ら 一寸入 っ た と こ

ろ に あ る と さ れ る 明堂宮の こ と だ ろ う 。 『上清明堂元真経訣』 に 「若 不 得服時、

常存二景還明堂中、 日 左月右、 令 日 月光輝、 興目 瞳合照、 四映二氣、 使相通注

也。 亦可常存 日 月在明堂中」 (3b、 陶注省略） 、 『登真隠訣』 巻上 「九宮」 に 「雨

眉 間上、 却入三分為守寸雙田。却入一寸為明堂宮」 (3a、 陶注省略） と あ る。

⑨ 日 月を食す る の法 ・ ・ 「明堂玄真の道」 が こ う 呼ばれる のは、 『上清明堂元真

経訣』 に 「 日 色赤、 月色黄。 日 有紫光九茫、 月有白光十芭。 使 日 月封口相去九

尺、 光茫向 口、 芭直如弦、 以入於口也」 ( l b-2a） と あ る か ら だろ う 。

「茅君内伝」 訳注研究 (-) 67 
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⑩五 神・・ 『 上 清明堂元 真経 訣』 には五 神 に対す る 直接の言及は見られない

が、「我乃微祝曰、… …五蔵生華、開童反顔」 (2b-3 a) という 一文が見える ため、

五臓の神 の々こ とと解釈してよいだ ろ う。 なお、『 真詰』では「君曰、嘗存五

神 於證。 五 神 者謂雨手雨足頭是也 」（ 巻五、10b) のように、両手、両足、頭の 神 々

を五 神 と 呼ぶこと もある が、「叩臨営臨 目 、存見五蔵ム具、五 神 自然存也 」（ 巻

+、 l l b、陶注省略） のように、五臓の 神 々を五 神 と呼ぶこと もある 。

⑪九転還丹・・ 『太極 真人 九 転還丹経要訣』に用薬法および西城王君の 口訣が

見える。 そ の内容の一部は 『太平 御覧』 巻八百十一、八百十二、九百四十二に
「茅君 内伝 曰」 として引用さ れてい る 。 したがって、『茅君 内伝』には本来、西

城王君が茅盈に授けた九転還丹に 関す る まとまった記 述が存在 したものと考え

られる 。 Is abelle Robinet, La revelation du Shangqing dans l 'histoire du tao的me,

Ecole Fr a nr;: a ise d'Extreme-Orient, vol. 137, P aris, 1984, pp. 3 95-3 96を参照。

なお、九転の丹に 関す る 記 述は古くは 『抱朴子』 内篇 ・ 金丹篇に見える 。

⑫ 神 方・・『太極 真人九転還丹経 要訣』 に見え る 「黄帝四扇散方」 と 「王 母四

童散方」 のことを指すか 。 これらは九転還丹を服用す る 前に飲むべき薬とされ

る 。

【通釈】

す る と、西王母は次のように言った。「あな た は本当に用意 周到なのですね。

わたくしは昔、元始天王と扶桑 大帝君に師事しておりました。 そ の際に秘訣を

残してい ただい たのですが、そ れが「玉個金瑠の道」 と「太極玄 真の経」、す

なわち天人の珍宝、 上 帝の秘宝とされる ものです。 あな たは今日そ の教えを聞

きたい とい うのですか」と言い 終わ る と、王君に命じて「玄 真の経 」につい て

講釈させ、みずからも 「玉侃金瑠の文」につい て説明した。 また、前 後 して次

にように も 言った。 「元始天王と 大帝君がおっしゃ る には、「太臀二景隠 書」 の

本文には 「陰陽二 景内 真符」 が付随してい る が、そ のような太 上の法は 司命 神

にしか 授けてはならぬ、 とのことです。 あな たは奥深い 道理によって 〔仙人候

補者を記 した〕 玉札 上 に選抜さ れ、上清天 〔の名簿〕 に白字で記 されてい ます

から、きっと高位高官た る 司命神 に任命される はずです。 したがって、こ の道

は 後 ほどまた別に与える こ と にな る で し ょう。 しか しいずれにせよ、まずは「明

堂玄 真の道」につい て学 ばなければ、「太雷隠 書」 を手に入れる こ と は できま

せん。「玄 真の道」 は日月 の精気を摂取す る 法、五臓の 神 々を錬養す る 術に過

ぎませんが、総 真の弟子でなければ教えられず、 司命神 候補者でなければお伝

えできない ものです。」

西王母からの受命の言葉が終わ る と、王君と盈は西城山に帰った。 盈は授か っ

た 真訣を拠り 所 に、要点を押 さえながら修行した。 三年が経 つ と 目に神 光が宿

り、顔に玉のような光沢が生じた。 王君は盈に九転還丹一剤と 神 方一首を授け、



壇を立てて誓いを結び、 教えを漏らすことを固く禁じた。そ して 、 盈を故郷に

帰らせ る段にな ると 、次のように告げた。「おまえの道の修行はすでに完成した。

百年後 、わしを訪ねて南嶽に来 る のじ ゃ 。呉越 の地 の仙官（ 司命）に任命しよう。」
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又告盈 曰、 夫金瑶者、 上清之華蓋、 陰景之内員。 玉猟者、 太上之隠玄、 洞飛 之

賣章。得其道者、皆上陣雷霞、 登遂太極、 寝晏高 空 、瀞行紫虚也 。向説元始天王 、
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② 『茅山志』 巻二 十「九錫真人 三茅君碑文」 伝記 l b
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